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＜連絡事項・週間予定＞

· カンファレンス内伝達講習あり。
3/14～「アルコール依存症への関わり～自殺防止～」　3/15～「SST初級者研修」

· 3/16　病院立ち入り検査

· 3/20　医事統計進捗状況の中間報告

· 先週末よりシュレッダーが不調である為、修理伝票を提出する。

＜外来情報＞

・森田　清助様　～体調不良の訴えなし。飲酒もしていないとのこと。

・晴山　美智子様～仕事や人間関係の悩みについて話されている。体重1kg増加したとのこと。

＜利用者様情報＞

・磯島　貴広様　～本日午前、母様・病棟スタッフ・SWとデイケア見学され、通所利用時の説明を行っている。
母：通所利用について、「入院前は生活が不規則で太っていた。退院後は生活リズムをつける為に通所させたい。職を転々としていたので持続力もつければ」との希望を話されている。退院後は青山荘・デイケアを利用し、生活リズムがついたら自宅での生活に戻ることを希望されている。入院前のエピソード（家の中を壊されてしまったことなど）について感情的に話されることあり。
本人：今後について「早く退院したい。仕事をしていた時は8～17時で勤務していたし、生活リズムも多小の乱れはあったがちゃんとしていた」と話されている。退院後の青山荘・デイケア利用はあまり乗り気でない様子。
⇒今すぐ退院というわけではないことから、焦らず退院に向けて徐々にステップアップしていくよう説明あり。次回主治医診察時に、今後について面談実施予定とのこと。

・長瀬　紘一郎様～昨日発熱（本人報告36.8℃）あり、夕食は自宅で摂ったとのこと。本日午前プログラム時も「暑くなったり、寒くなったりする」と不調の訴えあり。体温36.3℃でバイタル異常なし。体温確認すると「良くなった」と話されている。手洗い、うがいをするよう声掛けしている。

・小笠原　富治様～青風荘より情報提供。11日朝「おしっこが出ない」との報告があったとのこと。11日午後からは排尿あり、量・色とも異常なかったとのこと。デイナイトケアでは訴えなくプログラム参加されている。
⇒H5年にも同様の症状にて治療歴あるとのこと。引き続き状態確認し、青風荘へ申し送る。夕方のデイ情報交換でも、午後の経過確認。

・晴山　美智子様～・「青明舎スタッフに、太ったら青山荘入所だと言われた」「職場の人にも痩せろ、痩せろといわれる」など体重増加を気にしている発言が聞かれている。外食・間食も多くなっているが、「これは減らせない」と食生活改善の意識に結びついていない。
⇒これまでの経緯から、仕事のストレスなどが背景にあるものと考えられる。また、具体的な方法を考えるよりも「自分ががんばるしかないんだよね」とまとめてしまいがちである。食生活の乱れそのものの指摘よりも、現在本人が気になっていることを話していただくように関わる。また、「がんばりすぎない」というメッセージも伝えていく。
・職場の状況について、「風邪で2週間休んだが、仕事を休んだらクビだといわれた」とも話されている。
⇒青明舎スタッフに事実確認し、本人の話を聞いていく。

＜転倒・転落リスクアセスメント＞
・進め方について

①チェックリストの点数確認　②問題点への対応策　　⇒3ヶ月毎に確認していく。

・アセスメント

小笠原　富治様（69歳）

①3点（危険度Ⅰ）

②歩行・プログラム時の見守りを継続する。

ポケットに手を入れて歩くクセがある為、その都度声掛けしていく。

五日市　公様（62歳）

①5点（危険度Ⅰ）

②歩行・プログラム時の見守りを継続する。

デイケア棟前の敷石をジャンプするようにして歩くことがある為、その都度声掛けしていく。

